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跡地活用は田久保学園

2
特
集

県優良工事追加表彰
阿部、小峯ら３社を

6
公
共

松戸市３月補正予算
庁舎建設基金10億円

2
公
共

木更津市３月補正予算
一般会計1．5億円減額

2
公
共

南房総市予算／富浦幼
保一体化施設に９億円

3
入
札

特養東松戸ヒルズ新築
大城組が12．9億円で

4

県
立
高
全
校
の
耐
震
化
完
了
へ

県教育庁予算

「
レ
ス
ト
ラ
ン

か
ね
だ
」を
特
定

館
山
市
の
高
齢
者 

配
食
サ
ー
ビ
ス
　

投
資
的
経
費
4.7
％
増
145
億
円

新
年
度
の
主
要
事
業

（
▼
は
新
規
事
業
）

工
事
着
手
か
ら
完
成
ま
で
の
５

か
月
間
は
、
未
経
験
な
が
ら

「
タ
イ
ト
な
工
程
」で
は
あ
っ
た

が
、
非
常
に
有
意
義
な
時
間
を

過
ご
せ
た
と
思
う
。
官
公
庁
発

注
工
事
と
同
様
に
、現
地
調
査
、

図
面
精
査
・
作
成
、
数
量
算
出

根
拠
な
ど
、
設
計
へ
の
探
求
に

は
余
念
が
な
く
、
資
料
作
成
に

あ
た
っ
て
は
主
任
の
東
山
と
と

も
に
、夜
遅
く
ま
で
没
頭
し
た
。

　
数
量
や
図
面
が
実
施
工
と
明

確
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
安
全

性
を
考
慮
し
た
施
工
サ
イ
ク
ル

が
構
築
で
き
、
「
実
働
日
数
の

削
減
」
や
「
コ
ス
ト
軽
減
」
が

で
き
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
う
。

情
報
化
施
工
に

よ
り
精
度
向
上

　
今
回
の
工
事
で
当
作
業
所

は
、
３
次
元
デ
ー
タ
を
搭
載
し

た
施
工
機
械
に
よ
る
「
情
報
化

施
工
」
を
試
み
た
。
施
工
精
度

も
良
く
、
通
常
の
丁
張
り
や
施

工
作
業
中
の
測
量
な
ど
で
施
工

時
間
が
短
縮
で
き
、
安
全
性
も

向
上
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
デ
ー
タ
の
変
更
も
遠
隔

架台の角度、杭の精度も習得

市原市椎津太陽光発電所  〈5〉検証

　
㈱
美
浜
エ
ス
テ
ー
ト
と
㈱
市

原
組
の
社
長
を
務
め
る
松
山
淳

一
が
「
市
原
組
の
誇
る
エ
ー
ス

級
の
技
術
者
で
、
間
違
い
な
く

県
内
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
一
人
」

と
し
て
絶
大
な
る
信
頼
を
寄

せ
、
市
原
市
椎
津
太
陽
光
発
電

所
造
成
工
事
で「
現
場
代
理
人
」

を
任
せ
た
の
が
、
㈱
市
原
組
工

事
部
課
長
で
一
級
土
木
施
工
管

理
技
士
の
佐
藤
隆
行
だ
っ
た
。

期
待
に
応
え
て
見
事
に
大
役
を

果
た
し
た
佐
藤
に
、
今
回
の
工

事
で「
苦
慮
し
た
こ
と
」を
は
じ

め「
試
み
た
こ
と
」や
「
今
後
の

可
能
性
」
な
ど
に
つ
い
て
聞
い

た
。（
５
回
連
載
／
第
５
回
目
）

現
地
調
査
に
よ
る

設
計
責
任
施
工
で

　
当
工
事
の
林
地
開
発
許
可
申

請
が
３
月
26
日
に
認
可
さ
れ
、

情
報
化
施
工
に
手
応
え

証
言  

佐
藤
隆
行

㈱
市
原
組
工
事
部
課
長

一
級
土
木
施
工
管
理
技
士

造
成
工
事
で
試
み
た
３
次
元
デ
ー
タ
搭
載
の
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー

に
よ
る
「
情
報
化
施
工
」
（
写
真
提
供
＝
㈱
市
原
組
）

㈱
美
浜
エ
ス
テ
ー
ト

「
市
原
市
椎
津

太
陽
光
発
電
所
」

完
成
ま
で
の
歩
み

　
【
２
０
１
３
年
】

　
○
２
月
19
日
　
経
済
産
業
省

に
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発

電
設
備
認
定
申
請
書
」
を
提
出

　
○
３
月
14
日
　
㈱
新
昭
和
に

「
工
事
の
契
約
」
の
申
し
込
み

　
○
５
月
31
日
　
㈱
市
原
組
と

「
造
成
工
事
」
の
契
約

　
○
９
月
30
日
　
㈱
新
昭
和
と

「
工
事
の
正
式
契
約
」
。
パ
ネ

ル
の
設
置
、
電
気
設
備
の
す
べ

て
を
依
頼

　
○
12
月
２
日
　
千
葉
県
中
部

林
業
事
務
所
に
「
林
地
開
発
行

為
事
前
協
議
書
」
を
提
出

　
○
12
月
15
日
　
「
地
元
説
明

会
」
を
実
施
。
深
城
、
天
羽
田

細
山
地
区
の
２
自
治
会

　
○
12
月
26
日
　
千
葉
県
中
部

林
業
事
務
所
に
「
林
地
開
発
行

為
許
可
申
請
」
を
提
出

　
【
２
０
１
４
年
】

　
○
３
月
26
日
　
千
葉
県
中
部

林
業
事
務
所
よ
り
「
林
地
開
発

行
為
許
可
通
知
書
」
が
届
く
。

「
地
鎮
祭
」
を
挙
行

　
○
４
月
１
日
　
㈱
市
原
組
が

「
造
成
及
び
調
整
池
工
事
」
を

開
始

　
○
６
月
１
日
　
㈱
新
昭
和
が

「
ソ
ー
ラ
ー
設
備
工
事
」
を
開

始　
○
９
月
17
日
　
㈱
新
昭
和
が

「
電
気
設
備
耐
圧
試
験
」
を
実

施　
○
９
月
29
日
　
㈱
新
昭
和
よ

り
「
完
成
引
き
渡
し
」

　
○
10
月
１
日
　
東
京
電
力
㈱

と
の
「
連
結
接
続
」
を
完
了
。

通
電
が
可
能
に

　
○
10
月
２
日
　
「
落
成
式
」

を
挙
行
。
通
電
を
開
始

操
作
で
対
応
で
き
、
サ
ポ
ー
ト

も
充
実
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、

本
格
導
入
に
向
け
て
の
手
応
え

を
感
じ
た
。

　
パ
ネ
ル
の
設
置
に
つ
い
て
、

基
本
的
に
「
一
直
線
に
並
ん
だ

架
台
の
角
度
を
一
定
に
保
つ
に

は
、杭
の
精
度
が
求
め
ら
れ
る
」

と
感
じ
た
。
そ
の
杭
の
打
ち
方

と
架
台
の
組
み
方
も
、
㈱
新
昭

和
の
施
工
を
見
さ
せ
て
頂
い
た

の
で
、
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
図

る
う
え
で
、
業
者
同
士
で
お
互

い
に
波
長
を
合
わ
せ
な
が
ら
出

来
る
と
思
う
。
今
後
は
こ
う
い

っ
た
事
業
が
多
岐
に
わ
た
る
と

予
想
さ
れ
る
の
で
、
柔
軟
に
対

応
出
来
る
よ
う
、
色
々
な
工
法

を
勉
強
し
な
が
ら
次
に
繋
げ
た

い
。地

域
に
目
を
向
け

無
事
故
無
災
害
を

　
今
回
の
事
業
に
あ
た
っ
て

は
、社
長
の
松
山
か
ら「
地
域
の

み
な
さ
ん
と
一
緒
に
融
合
し
、

同
じ
気
持
ち
で
『
太
陽
光
発
電

を
通
じ
て
貢
献
す
る
』
と
い
う

気
概
を
持
っ
て
、
こ
の
土
地
に

来
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
よ

う
に
」
と
言
わ
れ
た
。
そ
の
た

め
、地
域
の
方
々
に
目
を
向
け
、

大
型
車
の
往
来
の
際
に
は
、
そ

の
都
度
あ
い
さ
つ
に
行
き
、
必

要
で
あ
れ
ば
樹
木
の
剪
定
な
ど

も
お
願
い
し
な
が
ら
、
祭
り
な

ど
の
祭
礼
に
も
人
材
を
派
遣
す

る
な
ど
、日
々
配
慮
に
努
め
た
。

　
そ
の
甲
斐
も
あ
り
、
特
に
苦

情
も
な
く
「
無
事
故
無
災
害
」

で
竣
工
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

が
社
会
に
求
め
ら
れ
て
い
る
中

で
、
今
回
の
事
業
に
携
わ
れ
た

こ
と
に
感
謝
し
、
さ
ら
な
る
活

動
に
寄
与
出
来
る
よ
う
心
掛
け

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

 

〈
敬
称
略
〉

　
ト
プ
コ
ン
ソ
キ
ア
ポ
ジ
シ
ョ
ニ

ン
グ
ジ
ャ
パ
ン（
東
京
都
板
橋
区
）

は
、新
製
品
な
ど
を
紹
介
す
る「
ロ

ー
ド
シ
ョ
ー
２
０
１
５
」
を
２
月

25
日
か
ら
全
国
５
会
場
で
開
催
し

て
い
る
。
東
京
は
３
月
13
日
に
ビ

ッ
グ
サ
イ
ト
Ｔ
Ｆ
Ｔ
ホ
ー
ル
（
江

東
区
）
で
開
く
。

　
テ
ー
マ
は
「
高
精
度
３
次
元
デ

ー
タ
の
利
活
用
」
。
現
場
の
重
機

と
オ
フ
ィ
ス
を
ク
ラ
ウ
ド
で
つ
な

ぎ
、
建
機
ご
と
の
工
事
の
進
捗
状

況
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
管
理
す
る

「
サ
イ
ト
リ
ン
ク
３
Ｄ
」
や
、
車

両
に
搭
載
し
走
行
す
る
だ
け
で
１

秒
間
に
70
万
㌽
の
３
Ｄ
デ
ー
タ
を

収
集
す
る
モ
バ
イ
ル
マ
ッ
ピ
ン
グ

シ
ス
テ
ム
「
Ｉ
Ｐ
―
Ｓ
３
　
Ｈ
Ｄ

１
」
な
ど
を
展
示
す
る
。

　
別
会
場
で
は
、
先
端
建
設
技
術

セ
ン
タ
ー
の
森
下
博
之
氏
に
よ
る

基
調
講
演
（
東
京
）
や
「
情
報
化

施
工
と
高
精
度
３
Ｄ
マ
ス
デ
ー
タ

取
得
の
た
め
の
最
新
技
術
」
な
ど

の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
く
ほ
か
、
３
Ｄ

―
Ｍ
Ｇ
（
マ
シ
ン
ガ
イ
ダ
ン
ス
）

情
報
化
施
工
の
実
演
デ
モ
（
仙
台

・
東
京
）
も
行
う
。

　
問
い
合
わ
せ
先
は
電
話
03
―
５

９
９
４
―
０
６
７
１
。

〝新製品紹介〟全国５会場で
トプコン

高精度３次元データの利活用

　
県
教
育
庁
は
、
２
０
１
５
年
度
当
初
予

算
案
の
概
要
を
明
ら
か
に
し
た
。
一
般
会

計
予
算
は
対
前
年
度
当
初
比
１
・
５
％
増

の
４
２
０
７
億
４
５
７
７
万
円
。
こ
の
う

ち
投
資
的
経
費
は
同
４
・
７
％
増
の
１
４

５
億
４
４
７
４
万
円
。
15
年
度
は
県
立
高

校
１
２
５
校
す
べ
て
の
校
舎
・
体
育
館
等

の
施
設
の
耐
震
化
工
事
を
完
了
さ
せ
る
。

ま
た
、
特
別
支
援
学
校
の
児
童
生
徒
の
増

加
に
伴
う
過
密
化
・
教
室
不
足
に
対
応
す

る
た
め
、
高
校
の
空
き
教
室
な
ど
を
活
用

し
た
整
備
を
進
め
る
。

　
予
算
の
項
別
内
訳
は
①
教
育

総
務
費
５
９
０
億
１
５
３
６
万

円
（
対
前
年
度
当
初
比
２
・
８

％
増
）
②
小
学
校
費
１
４
７
３

億
９
４
７
４
万
円
（
同
０
・
９

％
減
）
③
中
学
校
費
８
６
５
億

８
３
１
９
万
円
（
同
０
・
４
％

増
）
④
高
等
学
校
費
８
９
０
億

２
１
６
０
万
円
（
同
７
・
９
％

増
）
⑤
特
別
支
援
学
校
費
３
４

０
億
３
６
７
２
万
円
（
同
０
・

０
％
減
）
⑥
社
会
教
育
費
22
億

９
０
９
１
万
円
（
同
22
・
６
％

減
）
⑦
保
健
体
育
費
24
億
８
２

６
万
円
（
同
14
・
９
％
減
）
。

　
主
要
事
業
で
は
、
県
立
学
校

耐
震
化
推
進
事
業
に
１
０
３
億

８
０
６
０
万
円
（
ほ
か
に
債
務

負
担
行
為
１
億
３
６
０
０
万

円
）
、
特
別
支
援
学
校
整
備
事

業
に
７
億
４
９
９
０
万
円
、
高

等
学
校
再
編
事
業
に
13
億
４
４

０
万
円
、
県
立
学
校
空
調
設
備

整
備
事
業
に
１
億
２
３
９
５
万

円
を
計
上
し
た
。

　
県
立
学
校
耐
震
化
推
進
事
業

で
は
、
耐
震
化
工
事
の
完
了
に

向
け
て
85
棟
の
改
修
工
事
と
10

棟
の
仮
設
校
舎
賃
貸
借
な
ど
を

実
施
す
る
。
ま
た
特
別
支
援
学

校
は
、
高
校
を
活
用
し
た
施
設

整
備
と
し
て
矢
切
、大
網
白
里
、

船
橋
夏
見
、
湖
北
の
４
校
と
市

町
村
の
小
中
学
校
等
を
活
用
し

た
施
設
整
備
と
し
て
（
仮
称
）

栄
の
新
設
、
飯
高
、
習
志
野
の

整
備
を
行
う
。

　
高
校
再
編
事
業
で
は
、
東
葛

高
校
へ
の
中
学
校
併
設
、
大
原

高
校
、
岬
高
校
及
び
勝
浦
若
潮

高
校
の
統
合
、
小
見
川
、
小
金
、

印
旛
明
誠
の
各
高
校
へ
の
コ
ー

ス
・
学
科
の
設
置
を
予
定
。

　
学
校
以
外
で
は
、
総
合
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
武
道
館
の
空
調

設
備
実
施
設
計
な
ど
。

　【
特
別
支
援
学
校
整
備
事
業
】

　
特
別
支
援
学
校
の
児
童
生
徒

の
増
加
に
伴
う
過
密
化
・
教
室

不
足
に
対
応
す
る
た
め
、
高
等

学
校
の
空
き
校
舎
な
ど
を
活
用

し
た
整
備
を
進
め
る
。

　
▽
高
等
学
校
を
活
用
し
た
施

設
整
備
＝
６
億
２
６
６
０
万

円
。
①
矢
切
特
別
支
援
学
校
の

整
備
５
億
９
９
６
０
万
円
②
大

網
白
里
特
別
支
援
学
校
の
整
備

７
４
０
万
円
③
船
橋
夏
見
特
別

支
援
学
校
の
整
備
９
６
０
万
円

④
湖
北
特
別
支
援
学
校
の
整
備

め
に
、
特
別
支
援
学
校
の
工
芸

室
な
ど
の
作
業
実
習
室
に
空
調

設
備
を
整
備
す
る
。
ま
た
、
教

職
員
の
執
務
環
境
の
改
善
を
図

る
た
め
、
県
立
高
校
の
職
員
室

等
管
理
諸
室
に
空
調
設
備
を
整

備
す
る
。
①
特
別
支
援
学
校
作

業
実
習
室
空
調
設
備
整
備
８
６

９
４
万
９
０
０
０
円
（
千
葉
特

別
支
援
学
校
、
市
川
特
別
支
援

学
校
等
８
校
25
室
）
②
高
等
学

校
職
員
室
等
管
理
諸
室
空
調
設

備
整
備
３
６
９
９
万
８
０
０
０

円
（
設
計
４
校
、
空
調
設
備
リ

ー
ス
12
校
、
う
ち
新
規
４
校
・

継
続
８
校
）

　
東
葛
飾
高
校
へ
の
中
学
校
の

併
設
や
、
大
原
高
校
、
岬
高
校

及
び
勝
浦
若
潮
高
校
の
統
合
の

た
め
に
必
要
な
整
備
を
進
め

る
。
ま
た
、
県
立
高
校
へ
の
福

祉
コ
ー
ス
や
総
合
学
科
の
設
置

な
ど
に
よ
り
、
魅
力
あ
る
学
校

づ
く
り
を
進
め
る
。
①
東
葛
飾

高
校
へ
の
中
学
校
併
設
８
億
２

０
５
０
万
円
②
大
原
高
校
、
岬

高
校
及
び
勝
浦
若
潮
高
校
の
統

合
４
億
４
２
０
万
円
③
総
合
学

科
の
設
置
等
学
習
内
容
の
多
様

化
７
９
７
０
万
円
（
小
見
川
高

校
福
祉
コ
ー
ス
の
設
置
、
小
金

高
校
総
合
学
科
の
設
置
、
印
旛

明
誠
高
校
新
た
な
選
択
科
目
の

設
置
）

　
【
県
立
学
校
空
調
設
備
整
備

事
業
】

　
疾
病
や
障
害
等
に
よ
り
体
温

調
整
が
困
難
な
児
童
生
徒
の
た

１
０
０
０
万
円
▽
市
町
村
立
小

中
学
校
等
を
活
用
し
た
施
設
整

備
＝
１
億
１
９
１
０
万
円
。
①

（
仮
称
）
栄
特
別
支
援
学
校
の

新
設
（
栄
町
立
栄
東
中
学
校
の

改
修
）
５
０
０
０
万
円
②
飯
高

特
別
支
援
学
校
の
整
備
６
３
１

０
万
円
③
習
志
野
特
別
支
援
学

校
の
整
備
６
０
０
万
円

　
【
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

武
道
館
空
調
設
備
整
備
事
業
】

　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
キ
ャ
ン
プ
誘
致

を
進
め
る
に
当
た
っ
て
、
新
た

に
空
調
設
備
を
整
備
す
る
た
め

の
実
施
設
計
を
行
う
。

　
▽
事
業
期
間
＝
15
〜
17
年
度

▽
総
事
業
費
＝
３
億
５
６
６
２

万
２
０
０
０
円

　
【
県
立
学
校
耐
震
化
推
進
事

業
】

　
１
２
５
校
全
て
の
県
立
高
校

の
校
舎
・
体
育
館
等
の
施
設
の

耐
震
化
工
事
を
完
了
さ
せ
る
。

　
▽
耐
震
改
修
＝
１
０
１
億
７

９
０
０
万
円
。
①
改
修
等
工
事

89
億
２
７
０
０
万
円
・
85
棟
②

仮
設
校
舎
賃
貸
借
10
億
７
２
０

０
万
円
（
債
務
負
担
行
為
１
億

３
６
０
０
万
円
）
・
10
棟
③
物

品
移
動
１
億
４
４
０
０
万
円
・

84
棟
④
工
事
監
理
３
６
０
０
万

円
・
14
棟

　
【
高
等
学
校
再
編
事
業
】

　
館
山
市
高
齢
者
福
祉
課
は
、

公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
実
施

し
て
い
た
「
館
山
市
高
齢
者
等

配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
」
の
契
約

予
定
者
に
レ
ス
ト
ラ
ン
か
ね
だ

（
木
更
津
市
新
田
３
―
１
―

24
）
を
特
定
し
た
。
参
加
者
は

同
者
１
社
だ
っ
た
。
委
託
期
間

は
２
０
１
５
年
４
月
１
日
〜
17

年
３
月
31
日
の
２
年
間
。
契
約

は
１
食
当
た
り
の
単
価
契
約

で
、
単
価
は
１
食
当
た
り
７
９

３
円
（
消
費
税
込
み
）
以
下
。

配
食
予
定
件
数
は
年
間
２
万
５

０
０
０
食
（
１
日
平
均
92
食
前

後
）
。

　
同
事
業
は
、
病
気
や
け
が
、

障
害
等
で
食
事
の
支
度
や
買
い

物
が
困
難
で
、
周
囲
か
ら
も
食

事
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
い
高
齢
者
等
に
対
し
、
市

が
決
定
し
た
曜
日
に
昼
食
を
調

理
し
、
弁
当
形
式
で
届
け
る
と

と
も
に
、
利
用
者
の
安
否
確
認

を
実
施
す
る
。


